
授 業 編 
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１．タイムスケジュール 

 

１時限（45 分）授業の基本的なタイムスケジュールです。下記以外にも、危険さがし

30分とおもちゃのマーク、紙芝居 30分とおもちゃのマークなど、教師の裁量で自由に組

み替えができます。 

 

プログラム 
15 分 危険さがし 

※自分が注意すれば防止できる危険について 
・イラストを見せて、身の回りにどんな危険があるか見つける 
・危険を防ぐにはどうすればいいか考える 
・幼い弟妹への配慮も含める 

15 分 紙芝居 
※自分の注意では防ぎきれない製品事故について 
・自分でできる手当をする 
・身近な事故を大人に説明する 
・事故拡大防止のために、情報提供する 

10 分 おもちゃのマーク 
・安全性の高い商品を選ぶためのマークがある 
 ＳＴマークについて紹介 
・安全に使用するための注意喚起マークを知る 
このマークはどんな注意なのか考えるマーククイズ 

５分 まとめ 
 
 

危険さがし、紙芝居は、ワークシートもあります。 
また、ペアレンツガイドやホームワークもあります。授業終了後の振り返りや、家

の人への配布用として使用して下さい。 
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２．ワークシート 
授業で書き込みながら使います。 
危険さがしのワークシートは、３種類です。 
自転車と居間、風呂場と台所、花火と公園の組み合わせです。 
 

危険
き け ん

さがし 

① どこに危険

きけん

があるのか、赤

あか

で○を入
い

れてみましょう。 

② ○を入
い

れたところはなぜ危険

きけん

なのか、どうしたら安全
あんぜん

になるかも書
か

いてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

  年
ねん

   組
くみ

 なまえ           

・なぜ危険
きけん

ですか？ 

              

              

  

・どうしたら安全
あんぜん

になりますか？ 
              

              
 

・なぜ危険
きけん

ですか？ 

               

               

  

・どうしたら安全
あんぜん

になりますか？ 
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危険
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さがし 

① どこに危険

きけん

があるのか、赤

あか

で○を入
い

れてみましょう。 

② ○を入
い

れたところはなぜ危険

きけん

なのか、どうしたら安全

あんぜん

になるかも書

か

いてみましょう。 

 

 
 

 

 

 
 
 
 

  年
ねん

   組
くみ

 なまえ         

・なぜ危険
きけん

ですか？ 

               

               

・どうしたら安全
あんぜん

になりますか？ 

               
               
 
 

・なぜ危険
きけん

ですか？ 

                

                

・どうしたら安全
あんぜん

になりますか？ 
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危険
きけん

さがし   

① どこに危険

きけん

があるのか、赤

あか

で○を入
い

れてみましょう。 

② ○を入
い

れたところはなぜ危険

きけん

なのか、どうしたら安全

あんぜん

になるかも書

か

いてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 
 

  年
ねん

   組
くみ

 なまえ         

 

 

 

・なぜ危険
きけん

ですか？ 

               

               

・どうしたら安全
あんぜん

になりますか？ 

               

               

 

・なぜ危険
きけん

ですか？ 

               

               

・どうしたら安全
あんぜん

になりますか？ 

               

               



19 
 

 

 

かみしばいを見
み

て考
かんが

えよう 

１ お母
かあ

さんがびっくりして「どうしたの？」と入
はい

ってきました。お兄
にい

ちゃんは 

なんとこたえたか、ふきだしに書
か

いてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．どうしてお店
みせ

に行
い

ったのか、 考
かんが

えてみましょう。 

   

 

 

 

 

 

 

３．まとめ    みんなのために（       ）を言
い

う。 

４．思
おも

ったこと、気
き

がついたことを書
か

きましょう。 

    

 

 

 

  年
ねん

   組
くみ

 なまえ         
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３.ペアレンツガイド 

 

小学校低学年の学習には家庭の協力が欠かせません。児童が「ペアレンツガイド」を

家に持ち帰り、自ら習ったことを伝えることは、習ったことを復習するための有効な学

習方法です。また、児童自身から話を聞くことで、家庭でも安全に関する理解が深まり

ます。 

 

紙芝居
かみしばい

「おもちゃだって危険
き け ん

!」 

おうちのひとにきょうのかみしばいのおはなしをきかせてあげてね！ 

①  

 

②  

 

③  

 

④  

 

⑤  

 

⑥  

 

 

 

 

 



21 
 

 

 

 

 

危険
き け ん

さがし 

きょうどんな危険
き け ん

が見つかったか、おうちのひとにおしえてあげてね！ 

  

 

おもちゃをえらぶときのマーク（安全
あんぜん

なおもちゃについています） 

     

      
おもちゃをつかうときのマーク 

    

 

＜保護者の皆様へ＞ 

「みんなで危険を安全に」という授業を行いました。「今日、学校でどんなことを習ったの？」 

と尋ねてください。きちんと説明する練習や授業の内容を共有することはとても大切です。 
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４.ホームワーク 

 

おうちの中の危険
き け ん

をさがそう！ 

年
ねん

  組
くみ

 なまえ（                 ） 

 

① こんな危険
き け ん

みつけたよ！ 

 

② 安全
あんぜん

にするには？ 

 

＜保護者の皆様へ＞ 

今日は、気を付ければ事故は防げるということをイラストを使って考えました。 

家庭でも危険な場所に気付いて、安全に暮らしてほしいと思います。「おうちの中の危険をさ

がそう！」を通じてお子様と危険な場所、注意すべきことを御確認ください。 

 

      
 

 

が危険
き け ん

です。 

      

 

すると安全
あんぜん

になると思
おも

います。 
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５．生活科 学習指導案 

対象：小学校１、２年生 

（１）単元名 みんなの安全（消費者教育の観点から） 

（２）単元について 

  子どもたちは、様々な商品に囲まれて生活している。本単元ではより身近な「おもち

ゃ」に焦点をあて、安全な選び方・遊び方、事故対応の仕方について考えさせる。特に

大切に扱いたいのは、怪我をしてしまった時には、その経緯を周りの大人に正確に説明

できるようにすること。さらに、お店（ひいては製造元に）にも伝えることが再発防止

を防ぐことにつながる、つまり皆の安全につながるということができる。 

また、より安全なものを選んだり、安全に遊ぶための手がかりの１つとして「安全マ

ーク」についても知らせたい。暮らしの中の安全マークは多種多様であるが、「子どもを

事故から守る」という観点で、最低限知っておくべき安全マークにしぼって紹介する。 

  なお、本単元は１時限の計画にしているが、話し合い活動にじっくりと時間を取りな

がら進める場合は、児童の実態に合わせ、２時限とすることも可能である。導入で扱う

危険さがし（自分の力で防ぐことのできる危険）の話し合いで１時限、紙芝居「おもち

ゃだって危険！」（製品事故）と「安全マーク」で１時限という時間配分が適当と考えら

れる。危険さがしについては、「自転車に乗って坂道を下る場面」や「赤ちゃんのいる居

間」の絵を見ながら、どうしたら安全になるかを考える。加えて「台所」「風呂場」「花

火」「公園」なども入れることができる。これらは、低学年の児童にとって自分の生活を

振り返るよい機会になる。 

 

（３）単元の目標 

・身近にある危険から、どうすれば身を守ることができるのか考えようとする。 

・身近なおもちゃなどの製品を安全にしていくために、自分たちができることに気付く。 

 

（４）展開例 
学習活動 予想される児童の反応 教師の支援（○）と評価（◆） 

 

 

１． 危険さがしをする。 

① 自転車 

 

 

 

 

 

 

 

 

・足を広げて乗ると危ないよ。歩いている人

に当たるから。 

・スピードの出しすぎはいけないね。ブレー

キをかけながら行こう。 

・サッカーボールを入れる袋があるよ。 

・くつひもを結んでから乗ろう。 

 

 

 

○戸惑っている児童には、「足を広げていたら、

どうなるかな？」と具体的に問いかける。 

 

 

 

 

どうすれば安全になるのかな？ 
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② 赤ちゃんのいる居間 

 

 

 

 

 

 

・ポットのコードを赤ちゃんがひっぱると危

ないよ。 

・テーブルクロスも危ないな。 

・ものがちらかっていると、赤ちゃんが口に

入れちゃうよ。 

・はさみや鉛筆はとがっていて危ない。 

・お兄ちゃんがちゃんと赤ちゃんを見てあげ

たらいいのに。 

○戸惑っている児童には、「赤ちゃんって色々

なことに興味をもつから、何でも口に入れち

ゃうんだよ」と教えて、考えさせたい。 

 

◆危険に気付き、どうすれば安全になるのかを

考えている。（ワークシート・発言） 

２．紙芝居「おもちゃだっ

て危険！」を見て考え

る。 

① お母さんに妹の怪我

について伝えよう。 

 

 

 

② どうしてお店まで言

いに行ったのか考え

よう。 

 

 

 

 

 

「どうしたの？」 

・「ふーちゃんがおもちゃの車で指を切ってし

まって血が出てきたんだよ。」 

・「ぼくがティッシュで血をおさえたよ。」 

 

・ほかの人も怪我をするかもしれないから。 

・作っている人にも知らせた方がいいよ。 

・作っている人に危ないところをなおしても

らえたらいいな。 

○戸惑っている児童にはもう一度紙芝居を見

せる。 

○お母さん役とお兄さん役でロールプレイを

させる。 

◆お母さんに怪我の様子を正確に伝えている。 

（ワークシート・発言） 

○おもちゃの車にテープを貼るだけでいいと

いう考えの児童には、「ほかにこのおもちゃ

の車を持っている子がいたらどうだろう？」

と問いかける。 

○次の３点をおさえる。 

１．手当をする。 

２．家の人に伝える。 

３．今後の事故防止のために店にも伝える。 

３．安全マークについて

知る。 

・口に入れない。 

・水にぬらさない。 

・ぬれたらどうなるの？ 

・大人といっしょ。 

○おもちゃ箱の裏や説明書にマークがついて

いることも知らせる。 

○クイズ形式にすることで、興味を高めさせ

る。 

４．学習を振り返る。 ・みんなのために意見を言った方がいいんだ

ね。 

・みんなが怪我をしてからでは遅い。 

・危険は家の中にもあったよ。 

・ぼくもおもちゃで怪我をしたことがあるか

ら、今度は店の人にも言おう。 

◆おもちゃの選び方や事故がおこったときの

対処法について気付いている。（ワークシー

ト） 
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６．シナリオ 

 
 

45分の授業で実施できるようにまとめています。シナリオの黒字は教師の発言部分、

青字は行動や注意事項、ピンク字が音声です。 
シナリオ用画面のデータ（パワーポイント）の貸出もしています。貸出申請書は消費

者庁ＨＰより入手できますので、是非、御活用ください。 
（パワーポイントでは、スライドショーを実行すれば、授業ができます。シナリオの

★は、 → キーを押すという印です。 → キーを押すとアニメーションが出たり、次

の画面に進みます。進みすぎた場合は、 ← キーで戻ります。） 
 
 
 
 

 画面 シナリオ 

１ 

みんなで
き けん あん ぜん

危険を安全に

 

今日は「みんなで危険を安全に」という授業をします。 

危険や安全について考えたいと思います。 

★ 

 

２ 

危険

安全

き けん

あん ぜん

 

危ないことを★危険、危なくないことを★安全と言いま

す。 

危険にあわずに安全に暮らすことが大切です。 

★ 

３ 

 

では、今から「危険さがし」をします。 

プリントを配ります。（ワークシート配付） 

★ 
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４ 
しゃりんに まきこまれない
ふくそう

にもつは おとさないように！

こうつうルールを まもる！

自転車は 大きな じこに つながる

 

最初の危険さがしは自転車の絵です。 

ここは「危険」、と思うところに赤鉛筆で○を付けてくだ

さい。 

できた人は、絵の横の「なぜ危険ですか？」の質問の答え

も書いてください。 

「どうしたら安全になりますか？」の質問にも、どうすれ

ば安全になるかを考えて書いてください。 

 

（発表後） 

いろんな意見が出ましたね。自転車に乗るときに、気を付

けること、分かりましたか？ 

自転車に乗るときに気を付けなければならないこと。一緒

に言ってみましょう！ 

★車輪に巻き込まれない服装（児童と唱和） 

★荷物は落とさないように！（児童と唱和） 

★交通ルールを守る！（児童と唱和） 

★自転車は大きな事故につながるので特に注意しましょ

う。 

★ 

５ 
ちらかさない！

赤ちゃんのまわりを 安全に！

赤ちゃんの まわりは 危険が
いっぱい

 

次の危険さがしは居間の絵です。 

ここは「危険」、と思うところに赤鉛筆で○をつけてくだ

さい。 

できた人は、絵の横の「なぜ危険ですか？」の質問の答え

も書いてください。 

「どうしたら安全になりますか？」の質問にも、どうすれ

ば安全になるかを考えて書いてください。 

 

（発表後） 

いろんな意見が出ましたね。居間で気をつけることは分か

りましたか？  

居間で注意すること。一緒に言ってみましょう！ 

★散らかさない！（児童と唱和） 

★赤ちゃんのまわりを安全に！（児童と唱和） 

★赤ちゃんのまわりは危険がいっぱい 

ということを覚えておいてください。 

★ 
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6 

安全にくらすために

みんなでちゅういしよう

あん ぜん

 

★私たちのまわりには危険がいっぱいです。安全に暮らす

ために、★普段から危険な使い方や危険な場所をなくし

て、みんなで注意しましょう！ 

★ 

 

７ 

き けん

 

ここまでは、身の回りの自分で注意すれば防げる危険につ

いて考えてきました。 

次は、「おもちゃだって危険！」という紙芝居です。 

では、紙芝居「おもちゃだって危険！」の始まり、始まり！ 

★ 

8 

 

★（ここからパワーポイントの音声は自動再生される） 

紙芝居① 音声① 

妹：お兄ちゃん、おもちゃの車、使っていい？ 

兄：ふーちゃんは、まだ小さいから、遊ぶのは危ないから

駄目だよ。 
ナレーション：それでも妹のふーちゃんは、お兄ちゃんの

おもちゃの車で遊び始めました。 

★ 

 

9 

 

紙芝居② 音声② 

妹：ぎゃー。痛い！痛い！ 

ナレーション：ゲームをしていたお兄ちゃんはびっくりし

て顔をあげました。ふーちゃんがおもちゃの車で指を切っ

ています。指から血が少し出てきました。 
★ 

 

10 

 

紙芝居③ 音声③ 

ナレーション：お兄ちゃんは慌ててティッシュを取ってき

て指を押さえています。ふーちゃんの泣き声に驚いたお

母さんも飛んできました。 

★ 
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11 

 

紙芝居④ 

では、ここで、みんなで考えてみましょう。 

お母さんがびっくりして「どうしたの？」と聞きました。 

お兄ちゃんはどう答えたかな？ プリントの吹き出しに、

お兄ちゃんになったつもりで書いてください。 

 

書けましたか？では、プリントに書いたことを発表しても

らいます。 

（お母さんになったつもりで「どうしたの？」と聞いてか

ら発表させる。） 

 

（何人か発表させた後で） 

では、お兄ちゃんはどう答えたでしょうか？紙芝居の続き

を見てみましょう。 

★ 

（音声④） 

兄：ふーちゃんがぼくのおもちゃの車で遊んでいたら、突

然泣き出したんだ。指から血がでていてびっくりした

よ。ぼく、ティッシュで押さえたんだよ。 

 

お兄ちゃんの説明はどうですか？お兄ちゃんはちゃんと

説明できていましたね。 

自分が見たことを、正確にそのままきちんと伝えることは

とても大切なことです。 

では、紙芝居の続きを見ましょう。 

★ 

12 

 

紙芝居⑤ 

ナレーション：お母さんは、ふーちゃんに絆創膏を貼って

います。 

母：痛かったね。もう大丈夫。すぐに治るよ。お兄ちゃん、

ちゃんと手当してくれたのね。ありがとう。 

ナレーション：お兄ちゃんは、おもちゃの車をじっと見て

います。 

兄：お母さん、ここだよ、このすき間にある大きなトゲで

指を切ったんだ。 

★ 
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13 

 

紙芝居⑥ 

母：このおもちゃの車のすき間にトゲに触れないようにビ

ニールテープ貼っておくね。 
兄：うん。でも、これ不良品だよ。もうこれでは遊ばない。 
母：そうね。ふーちゃんも不良品で遊んじゃ駄目。それに、

お兄ちゃんのおもちゃには、小さいふーちゃんには、危

険なものもあるの。だから、お母さんやお兄ちゃんが駄

目と言ったら遊んじゃ駄目よ。 
妹：うん。 
兄：他にも怪我をした子はいないのかな？ 
妹：その子も痛かったかなあ・・・。 
母：よく気が付いたわね。そうね。他にも怪我をした子が

いるかもしれないわね。 
兄：こんなトゲがなければいいのに・・ 

母：そうね。 

兄：今度これを買ったお店に行ったときに、教えてあげ 

 ようよ！ 

母；そうね。そうしましょう。 

★ 

14 

 

 

紙芝居⑦ 

ナレーション：おもちゃを買ったお店に着きました。 

お兄ちゃんはおもちゃの車を店員さんに見せました。 

兄：おじさん、あのね。このおもちゃの車の裏、ここのす

き間の所に大きなトゲがあるでしょう。このトゲでふー

ちゃんが指を切って怪我をしたんだ。他にも切る人がい

るかもしれないし、このトゲをなくしてください。 
店員：怪我はもう大丈夫かな？ 

妹：うん。大丈夫。 

店員：おもちゃを作った会社の人に言っておくね。教えて

くれてありがとう。 

★ 
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15 

みんなのために

いけんを 言う
い

 

この紙芝居は、お店の人に妹が怪我をしたことを伝えると

ころでおしまいです。お母さんが、指をはさんだおもちゃ

のすき間にテープを貼ったので、もう怪我をすることはな

いよね。このテープを貼る場面で終わるのと、お店まで言

いに行く場面で終わるのとではどちらがいいと思います

か？ 

（テープを貼る場面を指しながら）テープを貼るだけで良

いと思う人？（挙手を促す） 

（お店まで言いに行く場面を指しながら）お店まで言いに

行く方が良いと思う人？（挙手を促す） 

意見が分かれましたね？では理由を聞いてみましょう！

どうしてこちらを選んだの？ 

（それぞれの紙芝居を指しながら意見を聞く） 

（テープを貼る場面を指しながら）お母さんが、ふーちゃ

んの指を切ったおもちゃのすき間のトゲに、テープを貼っ

たので、もう怪我をすることはないよね。それなのに、ど

うしてお店まで言いに行ったのかな…？ 

ほかにも同じ怪我をした人がいないか、心配になったので

すね。 

お店の人に言いに行くと、お店の人がおもちゃを作った会

社に怪我をしたことを伝えてくれます。おもちゃを作った

会社はおもちゃにトゲがあって、怪我をすることに気付く

ので、トゲのないおもちゃを作るようになります。そうな

るともう、同じ怪我をする人がいなくなりますね。 

 

★このようにみんなのために意見を言うことはとても大

切です。 

ワークシートに「いけん」と書いてください。 

★ 

16 

 

おもちゃを選ぶときに気を付けて欲しいマークがありま

す。 

★ 
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17 

 

このマークを見たことがありますか？ 

ＳＴマークといいます。一緒に言ってみましょう！（児童

と唱和） 

 

★こんなおもちゃについています。 

ＳＴマークがついているおもちゃと、ついていないおもち

ゃがあります。 

ＳＴマークというのは、このおもちゃは安全ですよ、とい

う印です。 

★ 

ＳＴマークはおもちゃそのものではなくて、箱についてい

ることが多いです。ＳＴマークのあるおもちゃには、その

おもちゃを使うちょうど良い年齢が書いてあります。 

おもちゃを買うときは、自分の年齢も参考にしてＳＴマー

クのあるものを選びましょう！ 

 

18 

 

安全なおもちゃを買っても、使い方を間違うと危険なこと

があります。 

使うときの注意を知らせるマークがあります。では今から

いくつかマークを見ます。どんなことに気を付けてほしい

マークか考えてください！ 

では、「使う時のマーククイズ」を始めます。 

★ 

20 

くちにいれない

 

１つ目！ このマークは、どんな意味？ 

ななめの線は、「やってはいけないこと」の意味です。 

「何かをやってはいけない」ということですよ。わかるか

な？（児童とやり取り） 

★このマークは、口に入れないという意味です。 

★ 

21 

みずにぬらさない

２つ目！ このマークは、どんな意味？ 

ななめの線は、何を意味しているんだった？（児童に答え

させる） 

そう、「やってはいけないこと」だったよね。 

じゃ、何をしてはいけないのか、わかるかな？（児童とや

り取り） 
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 ★このマークは、水にぬらさないという意味です。 

水にぬらすと、おもちゃがさびて壊れたり、電気が流れて

危険なものなどがあります。 

★ 

22 

おとなといっしょ

 

３つ目！ このマークは、どんな意味？（児童とやり取り） 

★このマークは、「大人といっしょ」の意味です。 

このマークがついているおもちゃは、大人と一緒に使って

くださいという意味です。 

今日は３つの使う時に気を付けるマークを紹介しました

が、他にも色々あります。 

おもちゃは、注意マークを守って使ってください。 

★ 

23 

 

これは何というマークでしたか？（児童とやり取り） 

そう、ＳＴマークです。 

ＳＴマークは何のマークでしたか？（児童とやり取り） 

そう、安全なおもちゃのマークです。 

おもちゃを買う時はＳＴマークのあるおもちゃを買って

ください。 

★これは何のマークでしたか？（児童とやり取り） 

そう、使う時に気を付けるマークです。 

おもちゃを使うときにはマークを守って使ってください。 

★ 

24 

 
安全
危険なもの、危険なばしょには
近づかない
危険なつかいかたは しない

危険なもの、
危険なばしょをなくすよう
みんなで どりょくする

あん ぜん

 

今日は安全について勉強しました。 

安全は何より大切なものです。 

★危険な物、危険な場所には近づかない。 

★危険な使い方はしないことが大切です。 

★危険な物、危険な場所をなくすようにみんなで努力しま

しょう！ 

最後に、今日の授業で思ったこと、気が付いたことを 

ワークシートに書きましょう。 
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７．実践授業例 

 
和歌山大学教育学部附属小学校に御協力いただき、２年生のクラスで本教材を使用 

した授業を実施いたしました。 
（なお、紙芝居については、実践授業後に変更した点（おもちゃのすき間から、す

き間にあるトゲでのけがに変更）があるため、児童の回答には紙芝居の内容と違う

ものもあります。） 
 
（１）２年Ａ組  

①導入 

「安全」って何かな？と問いかけ、児童に答えさせる。 
②危険さがし（約 25分） 

プリント（ワークシート）を配布。自転車のイラストをスクリーンに写し児童

にどこが危険か、危険なところに○をつけさせる。 
発表時、児童は自分が○をつけたプリントを前に持参し、拡大スクリーンに映

し出して発表。 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜「自転車」イラスト回答例＞ 
・足を広げていたら、転んだりおばあさんの杖にぶつかったりする。 
・くつひもを結んでいない。 
・足をペダルに置いていない。 
・スピード早いから、靴が脱げた時に、靴を取ろうとして転倒する。 

＜「居間」イラスト回答例＞ 
・お兄ちゃんが赤ちゃんを見ていない。 
・鉛筆、消しゴム、はさみが散らかっているから、踏んだり飲み込んだら危ない。 
・ポットが倒れたら、お湯がかかったコンセントを赤ちゃんがさわって感電する。 
・コンセントをひっぱって熱いお湯がこぼれる。 
・お菓子を地べたに置いている。赤ちゃんが汚れているのを食べて汚い。 
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・赤ちゃんは、分からないので何でも食べてしまう。 
  （メッセージカードを使用しまとめ） 
 

③紙芝居（約 20分） 

ワーク：お兄ちゃんはなんと答えたか？ 
児童が発表する時、その他の児童が母親役となって「どうしたの？」と聞いてか

ら、発表した。 
＜回答例＞ 

・「ふーちゃんがおもちゃの車のタイヤに指をはさんだ。」 
・「ふーちゃんにぼくのおもちゃの車を貸していると指をはさんだ。だからティ

ッシュで指をふいてあげているところ。」 
 

紙芝居でおもちゃの車にテープを貼っている場面 
「これでめでたし、めでたしと思う？」と児童に問いかけた後に、「実は紙芝居には

続きがあります」と紙芝居を再開。 
「テープを貼って終わるのと、お店に行って終わるのとどちらがいいですか？」には

全員がお店の人に言ったほうがいい、に手を挙げる。 
＜「なぜお店の人に言ったほうがいいのか」の回答例＞ 

・その家の人はテープを貼っても、他に買っている人がいるかもしれない。お店

の人に言うと、次に買った人に言うかもしれないので、怪我がなくなる。 
・お店の人に言ったらすき間の無いおもちゃの車を作ってくれる。 
・テープを貼ってもテープが剥がれるとまた怪我をする。お店に言ってきちんと

直してもらったほうがいい。 
・ふーちゃん以外の人が怪我をする人をなくしたい。怪我をする人をなくすため

に店の人にも言った。人のことも考えているのがいい。 
・テープを貼っても剥がれたら、また怪我をする。先のことを考えるとすき間を

なくしたほうがいい。 
・メーカーの人に言っとかないと、また同じ物を作るかもしれない。 
・お店の人に言ったほうが買った人に伝えてみんなのものを直してもらえる。 
・テープを貼っても剥がれたテープがすき間に詰まって（おもちゃが）動かなく

なる。 
 

④おもちゃのマーク（約２分） 
ＳＴマークの紹介のみ。 
ＳＴマークは見たことがある児童が多く、反応は良かった。 
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（２）２年Ｃ組  

 

①おもちゃのマーク（約５分） 

導入からＳＴマークを紹介。安全について勉強することを伝える。 
注意マークの意味は、児童はすぐに答えていた。 

 
 
 
 
 
 
 
 

②危険さがし（約 30分） 

プリント（ワークシート）を配布。 
ホワイトボードにイラストを映し出し、児童は前にでてきて、危険な箇所に 

○を付け、その理由を発表。 
＜「自転車」イラスト回答例＞ 

・くつのひもを結んでいない、車にひっかかり転ぶ。 
・足を広げている。おばあさんにぶつかる。 
・ボールをかごに入れると、転がり落ち、車に当たり事故が起こる。 
・おばあさんはスリッパみたいなのをはいている。脱げやすい。 
・スピード違反、（イラストに）風みたいな線があるから。 
・おばあさんが道の真ん中にいる。 
・おばあさんが、杖を車側についているから、自転車がきたときにぶつかる。 
・おばあさんはよそ見をしている。ひかれるかもしれない。 

＜「居間」イラスト回答例＞ 
・（赤ちゃんが）落ちているものを食べている。床にあるものを食べる。 
・コード、赤ちゃんが当たるとポットが落ちてしまう。 
・はさみ、踏んだら危ない。 
・赤ちゃんがテーブルにさわってゆらすと、コップが落ちてお兄ちゃんが怪我を

する。 
・赤ちゃんは何でも食べるから、消しゴムや鉛筆を床においていたら危ない。 
・お兄ちゃんがきちんと赤ちゃんを見ていたら注意できる。ゲームに夢中になっ

ている。 
・赤ちゃんがつかまり立ちして、テーブルクロスをひっぱるかも。 
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・床にころがっているものを、赤ちゃんが食べる。 
 

途中、意図しない答えがでたときは「そう思う人？」「そう思わない人？」と児童

に手をあげさせて軌道修正を試みていた。 
ワークの終わりには、他の児童の発表を聞いて自分がそうだな、と思った危険を

各自のプリントに書かせた。 
メッセージカードを読み上げる。 

 
③紙芝居（約５分） 

時間がなかったので紙芝居は流し、先生が「また怪我をする人をださないために、

意見をいうことは大事だね」と伝え終わる。 
 
最後に再度ＳＴマークにもどる。このマークがついているおもちゃが安全ですよ、

と伝え、授業終了。 
 
 
 
 
（３）２年Ｂ組  

 

パワーポイントをテレビに表示して実施。プリント（ワークシート）を配布。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①危険さがし（約 15分） 

＜「自転車」イラスト回答例＞ 
・くつひもがほどけている。タイヤにひっかかって転ぶと危ない。 
・自転車がとばしすぎ。 
・ボールが、かごからはみ出している。 
・おばあさんは、横に寄らないと危ない。 
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→ この意見に対し、別の児童より、「おばあさんは、急には寄れない

し、後ろから自転車が来るのは分からない。」と、おばあさんでなく、

自転車を乗っている人が注意しないといけないとの意見があった。 
・足を広げていたら、ぶつかる。 
・ブレーキをかけながら坂を下りていない。 

＜「居間」イラスト回答例＞ 
・机の上に置いてあるポットが（倒れたら）危ない。 
・赤ちゃんがはさみにあたったら怪我をする。 
・テーブルに（赤ちゃんが）ぶつかったら、テーブルのものが落ちる。 
・鉛筆、はさみ、尖ったものを置いておくと怪我をするので、部屋はきれいにし

ておく。 
・はさみを置いておくと、赤ちゃんは興味津々に触るので危ない。 

 

②紙芝居（約 30分） 

「テープを貼って終わるのと、お店に行って終わるのとの違いは何ですか」と先生が

投げかける。 
＜終わり方の違いについて回答例＞ 

・怪我をしてから貼るのでは遅い。 
・工場の人は、作り直したほうがいい。 
・工場の人は悪くない。妹が触らなければいい。 

→ この意見に対し、「妹は分からなかったから触った。触ってしまう

のは仕方ない。」との意見があった。 
・テープを貼ったら自分だけは大丈夫だけど、他の人が怪我をするかもしれない。 
・怪我をしたので、同じことがないように作り直したほうがいい。 

 
③おもちゃのマーク（約４分） 

マーククイズはテンポ良く、ほとんどの児童が答えられた。 
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８．発展的学習例 

 
119 番のかけ方 消防署の安全教室などに合わせて、119 番への電話のかけ方

の模擬体験などをする。 
家の中の危険さがし 自分の家に、危険な場所や危険な物がないかどうか、家の

人と一緒に調べる。どうしたら安全になるかを考えて、実

行する。皆に発表して一緒に考える。 
危険マップ 家、学校、近所で危険な場所がないかどうかをさがす。危

険な場所に印をつけた地図を作る。どうしたら安全になる

か皆で考えて実行する。 
危ない！カルタを作ろう 危険なこと、危険な場所を見つけて、どうすれば安全にな

るか考える。考えたことを題材にして、カルタを作る。 
安全マークさがし おもちゃなど家にあるものや、学校にあるもので、安全に

関するマークが付いているものを探す。 
 

 
 
 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

119 番のかけ方 

119 番へ電話をかけると、通信指令員が以下のように質問します。慌てず落ち着いて答えま

しょう。 
 ・火事ですか？ ・救急ですか？ 

・場所は？ 
・何が燃えている？ 
・逃げ遅れた人はいる？ 
・電話番号とあなたのお名前は？ 
・安全な場所に避難して下さい。 

・どうしましたか？ 
・場所は？ 
・かかりつけの病院はありますか？ 
・その人の名前と年齢は？ 
・電話番号とあなたのお名前は？ 

消防車がきます 救急車がきます 

火事です。 

 
救急です。 

 

  


